
石野地区

防災マニュアル

石野地区

防災マニュアル

石野地区

防災マニュアル

石野地区

防災マニュアル

石野地区

防災マニュアル

石野地区

防災マニュアル

石野地区

防災マニュアル

連絡先 ( 勤務先や学校等 )携帯電話名前 メールアドレス ( 携帯電話等 )

地域で災害に強くなる

（例 ： 家族に直接連絡が取りにくい場合、 遠方の知人 ・ 親戚に連絡しよう など）家族の決めごと

・石野地区では特に水害や土砂災害に注意が必要です。
   地域で危険な場所や、いざというときの行動を確認しておきましょう。

・日頃の地域参加から防災意識を高めましょう。

このマニュアルは、皆さんが記入することで完成します。
白地の記入欄を家族で、地域で記入し、防災活動に役立てましょう。

保存版保存版

豊田市豊田市豊田市豊田市







地域住民の名簿・連絡網３

自治区防災倉庫の場所の確認（鍵管理者：　　　　　　　）１

自治区防災倉庫の備蓄品の確認
（次のページ　機材の動作、食料の賞味期限等の確認含む）

２

避難行動要支援者名簿の扱いの確認
　・自治区、自主防災会、民生委員、児童委員が所有・保管

４

災害情報などを書き込む地図の用意７

避難行動要支援者の居住地の確認
　・地図上で確認

５

放送設備の確認
　・防災行政無線の位置確認、集落放送の点検

６

13

災害時の危険箇所の確認及び回避ルートの確認８

石野地区防災マップの更新
　・各自治区の防災マップのデータを活用しましょう。

11

避難場所における居住スペース、共有スペース、食料及び
物資の管理場所、炊き出しなど火の扱い場所などを確認

９

防災訓練参加者による避難所運営の訓練10

12

内容 確認日

　災害時には、現場で居合わせた人が協力して対応することになるため、一部の限られた
人だけでなく、地域のみんなが「災害時に必要なものはどこに何があるのか」
「いざというときに、地域でどのように連絡を取るか」などを確認しておく必要があります。
次の事項を防災訓練などで定期的に確認し、確認できた日付を記入しましょう。

・空欄には、各地域で必要だと思われる事項を記入し、確認しましょう。
・防災訓練のほか、地域の行事や作業の日を利用して、点検確認・情報交換をしましょう。

災害時に必要なことがらの確認と点検を行いましょう

地域が日頃準備しておくこと地域が日頃準備しておくこと地域が日頃準備しておくこと

33

地域で
Check!
地域で
Check!
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在庫及び活動資機材 ( 例 )

品　名区分
確認日／数量

品　名区分
確認日／数量

防災 倉庫

　各自治区によって防災倉庫の内容や数量が異なるため、自治区ごとに確認・把握を
行いましょう。また、地域特性に応じて災害時に必要となるものを確認しておきましょう。

自治区防災倉庫などの確認

444

・地域の中の人材や企業の協力を得て、災害時に対応しましょう。
　（特殊車両等を有する事業者、医師や看護師などの有資格者、経験者など）
・井戸の所有者の協力を得て、断水した際に利用できる井戸を確認しましょう。
※井戸水の検査（10項目 9,400 円）は保健所に依頼できますが、飲めるかどうかの判断はできません。
　地震や豪雨の際は濁ることが多いため、飲用以外の利用をお勧めします。

※その他には、各地域で必要な事項を記入し、確認しましょう。

事業者・氏名 協力内容 事業者・氏名 協力内容

電池式メガホン
トランシーバー
ラ　ジ　オ
街頭用消火器
消火器格納庫
バ　ケ　ツ
ホ　ー　ス
小型動力ポンプ
ボルトクリッパー
ノ　コ　ギ　リ

斧
ジ　ャ　ッ　キ
ス　コ　ッ　プ
つ　る　は　し
バ　ー　ル
ハ　ン　マ　ー
木　槌
な　た
鍬

折りたたみ梯子
一輪車
リヤカー

担　架
救助用ボート
救急セット
ヘルメット
強力ライト
携帯用発電機
投　光　器
コードリール
防災用トイレ
腕　章
毛　布
テ　ン　ト
か　ま　ど
は　そ　り
鍋 ・ 釜
燃　料

非常食（備蓄）
飲料水（備蓄）

≪自治区防災倉庫≫

≪地域のその他の防災資源≫

地域で
Check!
地域で
Check!



家族みんな
で確認 !

家族みんな
で確認 !

土砂災害、洪水などの　　　　の危険があるときの対応

５５５

災害が起きたら～一人ひとりの行動～災害が起きたら～一人ひとりの行動～災害が起きたら～一人ひとりの行動～

大雨・洪水警報

大雨・洪水注意報

気象庁が配信する情報

市が配信する情報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

避難勧告

避難準備情報

避難指示

崖下、谷川の近くに
住んでいる人は特に
注意し、危険が高まっ
たら早めに避難しま
しょう。

増水した川の近くな
ど危険がある場所に
は近付かないように
しましょう。

川の濁り、川の水位
の低下、地鳴りや山
の斜面の異常などの
危険信号に注意しま
しょう。

夜間に大雨が予想され
る場合には、暗くなる
前に早めの避難をする
とより安全です。

雨が２～３日降り続
くような場合は特に
土砂災害の注意が必
要です。

移動が困難なときは、
頑丈な建物の２階以
上、それも困難な際
には崖から離れた２
階の部屋等へ避難し
ましょう。

大雨による土砂災害発生の危険度が高まったときには「土
砂災害警戒情報」が発表されます。雨が降りだしたら、雨
雲の動きや土砂災害警戒情報に注意しましょう。

豊田市の災害情報などに注意して早めの避難を心掛けましょう

隣近所で助け合い、情報交換や安否確認をしましょう

土砂災害警戒情報や雨量の情報に注意雨が降り始めたら

豪雨になる前に

雨の降り方と強さ

浸水対策、避難準備
および避難行動要支
援者などへの早めの
避難を呼びかけるも
の

人命に関わる重大な
危険が迫っているた
めに、避難を指示す
るもの

土砂災害や洪水等に
よる被害の可能性が
高まり、避難の実施
を促すもの

やや強い雨
強い雨

激しい雨
非常に激しい雨

猛烈な雨

地面一面に水たまり
ができ、話声が聞き
取りにくくなります。
長雨になりそうなら
警戒が必要です。

地面一面に水たまり
ができ、話声が聞き
取りにくくなります。
長雨になりそうなら
警戒が必要です。

地面一面に水たまり
ができ、話声が聞き
取りにくくなります。
長雨になりそうなら
警戒が必要です。

傘をさしていても濡
れてしまうほどの土
砂降りの雨。側溝な
どから水が溢れてし
まう心配があります。

傘をさしていても濡
れてしまうほどの土
砂降りの雨。側溝な
どから水が溢れてし
まう心配があります。

傘をさしていても濡
れてしまうほどの土
砂降りの雨。側溝な
どから水が溢れてし
まう心配があります。

バケツをひっくり返
したような激しい雨。
崖崩れ等の心配があ
ります。道路規制も
行われ、避難の準備
が必要です。

バケツをひっくり返
したような激しい雨。
崖崩れ等の心配があ
ります。道路規制も
行われ、避難の準備
が必要です。

バケツをひっくり返
したような激しい雨。
崖崩れ等の心配があ
ります。道路規制も
行われ、避難の準備
が必要です。

滝のように降り、あ
たりが水しぶきで
白っぽくなります。
河川の水位が堤防ぎ
りぎりのところまで
上がる可能性がある
激しい雨です。

滝のように降り、あ
たりが水しぶきで
白っぽくなります。
河川の水位が堤防ぎ
りぎりのところまで
上がる可能性がある
激しい雨です。

滝のように降り、あ
たりが水しぶきで
白っぽくなります。
河川の水位が堤防ぎ
りぎりのところまで
上がる可能性がある
激しい雨です。

滝のように降り、あ
たりが水しぶきで
白っぽくなります。
車や家屋等が水に浸
かる可能性が十分に
高く、厳重な警戒が
必要です。

滝のように降り、あ
たりが水しぶきで
白っぽくなります。
車や家屋等が水に浸
かる可能性が十分に
高く、厳重な警戒が
必要です。

滝のように降り、あ
たりが水しぶきで
白っぽくなります。
車や家屋等が水に浸
かる可能性が十分に
高く、厳重な警戒が
必要です。

（10以上～ 20未満）（10以上～ 20未満）（10以上～ 20未満）
（20以上～ 30未満）（20以上～ 30未満）（20以上～ 30未満）

（80以上）（80以上）（80以上）

（30以上～ 50未満）（30以上～ 50未満）（30以上～ 50未満）
（50以上～ 80未満）（50以上～ 80未満）（50以上～ 80未満）

47.7 災害
（１時間最大 85.5ｍｍ）

東海豪雨
（1時間最大 61ｍｍ）

（１時間の雨量： ｍｍ）

水害



　地震による災害は、予測が困難な上に様々なニ次災害が起こる場合があるため、
迅速で冷静な行動が重要となります。地震が起きても、あわてず落ち着いて行動し、
命を守るための以下の行動パターンを覚えておきましょう。

　避難場所はお住まいの地域に関係なく、災害時に安全に行くことができる場所に避難してください。
自動車で避難する際は、路上の障害物や道路の破損、避難者の飛び出しに注意してください。

　地震　が起きたときの対応

石野地区指定避難場所と最寄りの自主避難場所の確認

６６６

※指定避難場所には、最大３名まで市職員が配備されます。

避難所の開設を希望する
場合は、

 豊田市役所代表電話

   ＴＥＬ （31）1212
に連絡してください。

石野中学校

東広瀬小学校

中金小学校

上鷹見小学校
ルネサンス豊田高等学校
（旧藤沢小学校）

力石町井ノ上６００－１

東広瀬町大根坂８

中金町塚ノ本１２４

上高町宮下６０

藤沢町丸竹１８２

（４１）２０１６
（４１）２０１２
（４１）２２１０
（４１）２０１７

（４９）００５１

避難場所

自主避難場所の
情報を記入

所在地 連絡先

指
定
避
難
場
所

自
主
避

難
場
所

地震発生地震発生地震発生

１～２分１～２分１～２分

３分３分３分

５分５分５分

○落ち着いて、自分の身を守る
○ドアや窓を開けて、出口を確保する

○火元を確認し、出火していたら初期消火を行う
○家族の安全を確認する

○靴をはき、ガラスの破片等から足を守る
○非常持ち出し品を用意する

○隣近所の安全を確認する
○余震に注意する
○ラジオなどで正しい情報を確認する

○電話はできるだけ使わない
○家屋の倒壊などの危険があれば避難する

○子どもを迎えに行く
○出火防止対策として、ガスの元栓を閉め、
　電気のブレーカーを切る
○隣近所で協力し、消火・救出活動にあたる
○避難所運営への協力を行う

○生活必需品は備蓄品でまかなうようにする
○災害情報、被害情報を常に得られるようにしておく
○危険な家、場所には近付かない

地震

５～ 10分５～ 10分５～ 10分

10 分～数時間10分～数時間10分～数時間

～３日くらい～３日くらい～３日くらい

家族みんな
で確認 !

家族みんな
で確認 !



　指定避難場所のうち、体育館などの建物に避難所が開設されます。大災害時には、避難所の運営は
地域住民や避難者が中心となって行う必要があります。

※災害発生時には、市役所に災害対策本部が設置され、
　石野交流館に石野地区対策班が設置されます。

自治区役員あるいは自主防災会役員は、最寄りの避難所が開設されたら自治区の名簿や避難行動要支援者       
名簿を持って避難所に向かってください。
避難所の開設情報は豊田市ホームページで確認できます。（⇒１０ページ参照）
避難所が開設されていないときも、危険な状況の場合には、自分の判断で自主避難場所等への避難を開始
しましょう。
避難所への移動がかえって危険な場合は、自宅等安全な場所で待機します。ただし、安否確認ができるよう、
あらかじめ自治区で申し合わせておきましょう。

地域内での協力体制、災害対策を確認しましょう

地域の
協力体制
と行動を
確認！

地域の
協力体制
と行動を
確認！

７７７

災害が起きたら～自主防災会の活動～災害が起きたら～自主防災会の活動～災害が起きたら～自主防災会の活動～

地域住民 石野地区対策班指定避難場所

石野地区対策班
ＴＥＬ：０５６５(４１)２００１
ＦＡＸ：０５６５(４１)１８６１

≪避難所が開設されたときの行動≫

避難の途中で
被災者を発見したら
協力して救助を！！

情報提供
避難所運営支援

情報収集しながら
避難所へ移動

情報収集・報告
備蓄・支援物資等の要求

要望

対応・指示

確認依頼

報告

避難者名簿作成

情報収集・報告
物資の運搬

避難所の状況把握、
豊田市災害対策本部

との連絡

避難を決定 〔市と自主防災会、自治区、
避難者で避難所を運営〕

避難所の開設・解錠は
市職員が行います。

〔市で運営〕

自治区住民の安否確認
必要に応じ救助活動

自治区
安否確認情報

の把握

緊急情報の入手は
「緊急メールとよた」

に加入しておくと
便利です。



班長

１

２

３

４

５

１

２

３

４

１

２

３

４

１

２

３

１

２

３

４

　避難者それぞれが仕事を分担して避難所の運営を行うため、各種活動班を置きます。

避難所での組織対応

８８８

・一部の人に負担がかからないように、各種活動班を設置する必要があります。
・避難所の規模や作業量によっては、これらの活動班を分割したり統合したりすることも可能です。
・指定避難場所では、無線機、ラジオ、ライト、少量の水と食料、毛布などを配備しています。
　無線機により避難所同士や災害対策本部などと通話可能です。

１

２

運営本部会議の事務局

記録

市、地域との連携

ボランティアとの調整

その他（庶務全般）

名簿の管理

問い合わせへの対応

取材への対応

郵便、宅配便の取り次ぎ

避難所外の情報収集

避難所外への情報発信

避難所内への情報伝達

食料・物資の調達

食料・物資の受け入れ

食料・物資の管理・配給

炊き出し

危険箇所への対応

防火、防犯

風呂、トイレ、ごみ

掃除、衛生管理

医療、介護活動

生活用水の確保

総務班

避難者管理班

情報班

食料・物資班

施設管理班

保健・衛生班

班名 役割 担当者

１組 ２組 ３組

避難所の運営本部

本部長

（居住グループ）
組長　組長　組長　…

副本部長

副本部長

班長

班長

班長

班長

班長

役割分担
をして、
担当者を
記入！

役割分担
をして、
担当者を
記入！
担当者担当者



≪市民の責務≫（第 5条）

　・自己及び家族の安全を確保しましょう。
　・地域の一員として協力し、相互の安全を確保しましょう。
　・平常時から、自ら災害に備えましょう。

≪防災に関する知識の普及等≫（第 10条）

　・市民、自治区、自主防災組織は、過去の災害に関する教訓、先人からの伝承を後世へ引き
　　継ぐよう努めましょう。
　・防災に関する知識・技術の習得、意識の高揚に努めましょう。

≪自主的な防災活動の推進≫（第 11条）

　・自主防災活動に積極的に参加、協力しましょう。
　・自治区、自主防災組織、消防団その他防災に関する活動を行う団体及び民生委員は、平常
　　時から連携を図りましょう。

≪災害時要援護者への支援≫（第 13条）

　・自治区、自主防災組織、民生委員等は、避難行動要支援者の支援を円滑に行うための体制
　　を整備しましょう。

≪災害の防止対策の推進≫（第 15条）

　・市内の土地、建築物等、森林、落下対象物、転倒対象物の所有者、管理者は、適正な管理・
　　保全をしましょう。

≪情報収集≫（第 14条）

　・災害時に適切な行動を取るため、防災に関する情報を自ら積極的に収集しましょう。

≪避難対策≫（第 18条）

　・危険を認知したときは、自主的に避難し、市からの避難に関する情報を考慮して身の安全
　　を確保しましょう。
　・相互に協力し、避難所を円滑に運営しましょう。

≪災害時の活動≫（第 17条）

　・

≪復興対策≫（第 21条）

　・市が復興に関する事業を行う際に、市民、自治区、自主防災組織及び事業者は、相互に協
　　力し速やかに、市民活動及び事業活動を再建し、被災した区域の復興を図りましょう。

９９

豊田市防災基本条例 （市民の役割に関する内容）豊田市防災基本条例 （市民の役割に関する内容）豊田市防災基本条例 （市民の役割に関する内容）

市、市民、自治区、自主防災組織、消防団、民生委員、事業者等は、相互に連携し、補完して、
災害時の活動を実施しましょう。



≪豊田市ホームページの災害に関する情報≫

 

避難所が開設されました。 緊急情報緊
クリッククリッククリック

@@

災害時の情報源を確認しましょう

災害時の連絡手段を確認しておきましょう

101010

・平常時には、豊田市ホームページの左側の列にある「防災・防犯」から災害に関する情報を入手できます。

豊田市の災害情報等を放送
ひまわりネットワーク

・生活情報チャンネル（ＣＡＴＶ126ch）
・ひまわり 12（地上 12ch、デジアナ 6ch）
・ひまわりｃｈ（ＣＡＴＶ121ch）
ＦＭとよた 「ラジオラブィート」 78.6MHz

緊急メールとよた

事前に登録されたメールアドレスに緊急情報
や気象情報を配信します。
エリアメール ・緊急速報メール

市内にある携帯電話（対応機種）へメールを
配信します。

災害に関する情報について災害に関する情報について災害に関する情報について

テレビ ・ ラジオ

メール

災害用伝言ダイヤル

携帯電話の災害用伝言板

豊田市ホームページ

インターネット

携帯電話各社のトップメニューより「災害用伝言板」を利用する。

災害時には音声とサイレンで緊急情報をお知
らせします。
※石野地区防災マップで位置を確認できます。

防災行政無線で放送した内容を電話で確認す
ることができます。
0120-34-0174（通話料無料）
0565-37-3530（通話料有料）

「豊田市」を検索して、ホームページにアクセ
スしてください。

防災行政無線

防災テレホンサービス

・災害時は、ホームページの上部に注意情報が表示されます。

（　          ）     　- 
30秒以内

30秒以内※市外局番から、固定電話の番号のみ登録可能（自宅や勤務先など）

豊田市 検索

クリッククリック

クリッククリック
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防災 倉庫
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情
報
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緊急速報

石野地区防災マニュアル早見表
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P３P３P３ P４P４P４

避難場所
の情報

各家庭で防災に関する
正しい知識をもち、
災害に備えましょう

防災マップを活用
しましょう
防災マップを活用
しましょう
防災マップを活用
しましょう

災害時に必要なことがらの
確認と点検を行いましょう

自治区防災倉庫などの確認を
行いましょう

土砂災害、 洪水などの水害の
危険があるときの対応は？

地震が起きたときの対応は？

地域内での協力体制、 災害対策
を確認しましょう

避難所での組織対応を確認
しましょう

市民の役割に関する
内容を確認しましょう

災害時の情報源を確認しましょう

豊田市防災基本条例 （第５条、 第１０条、 第１１条、 第１５条）

（第１１条、 第１４条）

（第１４条、 第１８条）

（第１１条、 第１３条、 第１７条、 第１８条、 第２１条）

（第１４条）

P10P10

P６P６P６

P９P９P９

平成 27 年 2 月　　豊田市役所　社会部　猿投支所　ＴＥＬ： 0565-45-1214
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